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ブロック共重合体は、構成する高分子の組成比によって様々なナノオーダーの相分離構造(ミク

ロ相分離構造)を示す。近年、このミクロ相分離構造を配向・配列する技術が注目され、盛り上が

りを見せている。当研究グループでは、光応答性をもつ液晶性アゾベンゼンを側鎖に導入したポ

リマーを有するブロック共重合体薄膜において、適切な温度制御や膜厚制御と直線偏光による液

晶光配向手法を用いたミクロ相分離構シリンダー構造の光一軸配向制御を報告している1,2)。最近、

低いガラス転移温度を持つポリブチルメタクリレート(PBM A)ブロックとスメクチック液晶性ア

ゾベンゼン(P5Az10MA)ブロックを持つPBMA-b-P5Az10MA(Figure 1a)を合成し、液晶温度下、偏

光照射によりミクロ相分離構造の面内一軸配向と再配向を繰り返し誘起できる動的光配向制御を

報告した3)。本発表では、我々の提案する動的光配向制御の機構解明として、この再配向挙動を偏

光照射下の斜入射X線散乱測定(GI-SAXS)によるリアルタイム観察および光再配向速度の分子量

依存性、光再配向ドメインサイズの見積など検討した結果を報告する。 

偏光照射しながらGI-SAXS測定を行い、PBMA73-b-P5Az10MA42のスメクチック液晶相およびシ

リンダー構造由来の散乱ピークの消失過程およ

び出現過程をリアルタイム観察を行った。その結

果、光再配向過程の液晶相とシリンダー構造のピ

ーク強度の推移は、ほぼ等しいことが明らかとな

った。これは、再配向過程において、液晶相およ

びシリンダー構造の再配向がほぼ同期して起こ

ることを示し、液晶構造やミクロ相分離構造を保

ったまま光再配向が行われることを意味する。当

日は、光再配向ドメインの実空間観察や異なる液

晶性ブロックコポリマーについての結果も合わ

せて報告し、光再配向過程の機構を考察する予定

である。 
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Figure 1. (a)Chemical structure of this study, 
PBMA-b-P5Az10MA. (b)Scheme of dynamic 
photoreorientation behavior.  
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